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01 会社概要
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会社概要 ｜ コーポレートメッセージ・企業理念

私たちは、人々が「安心して働ける環境」と

企業の「活力ある個と組織」をみなさまと共に創り出します

MISSION
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企業の従業員が心身ともに元気で、一人ひとりが自分の能力を最大限発揮できるとき、

企業の生産性も大幅に向上し、企業も活性化すると考えています

会社概要 ｜ 当社の事業を通じて目指すこと

企業価値の向上

精神

社会身体

従業員の

ウェルビーイング

個と組織に

成果をもたらす

・健康度の向上

・良好な人間関係

・創造性の促進

・エンゲージメント向上

・高い生産性/自発性の向上

・離職率の低下

・ポジティブな感情

・仕事/会社への高い満足度

・良好なメンタル/フィジカル

・安心して働ける環境

ウェルビーイングな状態*

期待できる成果一例

*身体的、精神的、社会的に満たされた状態のこと
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会社概要 ｜ （ご参考）従業員のウェルビーイングと仕事のパフォーマンスの関係性

当社顧客企業 272 社、28.8 万人のデータより、

ウェルビーイング偏差値 が高い企業ほど、仕事のパフォーマンスが高い傾向が明らかに（相関係数0.59)

※指標によってはデータのない企業もあるため、その場合は利用できる指標のみで平均
※相関係数は、-1から1の間の値をとり、絶対値が1に近いほど相関が強く、逆に0に近くなると相関が弱いという解釈。0.1以上が「小」、0.3以上が「中」、0.5以上が「大」の相関関係があるといえる。

精神

社会

身体

・ストレス反応(精神症状)

・ワークエンゲージメント

・満足度(仕事・家庭生活)

・ソーシャル・キャピタル

・精神的安定

・エンプロイーエンゲージメント

・生活習慣

・ストレス反応(身体症状)

ウェルビーイング偏差値の構成要素

総合ウェルビーイング偏差値

仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

※

Ｈ
Ｐ
Ｑ
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メンタリティマネジメント事業・健康経営事業および

休業者・復職者支援サービスの利用者数 483万人

また、健康経営銘柄、ホワイト500の約3割が当社ソリューションを導入*

会社概要 ｜ 導入実績

*「健康経営優良法人2024」「健康経営銘柄2024」の認定結果より算出
** 事業年度において当社各サービス（研修などのソリューションを含む）の利用契約のあった企業社数で契約ベースのユニーク数
     リスクファイナンシング事業の契約およびLTD事業の一部団体との取引契約および売上高は含めず

健康経営銘柄  2 7業種  5 3社

ホワイト

5 0 0

健康経営優良法人

（大規模法人部門）

2,988 法人
（大規模優良法人部門）

契約企業社数：3,140社**
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LTD事業

会社概要｜事業セグメント

メンタル不調者の予防や発生

対応からエンゲージメント向

上、人材採用・育成支援など

ポジティブサイドまでを総合

的にカバーするプログラムを

提供

企業の健康経営をサポートす

る産業保健体制の構築や、健

康診断業務に関わる支援サー

ビスを提供

長期間働けなくなった従業員

に給与の一定割合を補償する

保険「GLTD」の販売、制度

構築、および運用支援

個人を対象にがん保険をはじ

めとする各種保険を販売

休業者の管理業務支援、およ

び休業者が安心して復職し仕

事と両立できる環境づくりを

含めた総合プログラムを提供

メンタリティ
マネジメント事業

健康経営事業

両立支援事業

リスク
ファイナンシング事業

メンタリティ
マネジメント事業

就業障がい者
支援事業

リスク
ファイナンシング

事業

３本のメイン事業を軸に、5つの事業セグメントを展開
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02 2024年3月期 決算概況
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2024年3月期 決算概況 | サマリー

売上高は増収

YoY+9.3%

• 業績予想は下回るも各事業ともに

堅調に推移

• ストック収益が順調に増加

営業利益は増益 

YoY+31.2%

• 利益面が大幅に改善も収益性の向

上に遅れ

連結範囲変更 新規子会社２社

• 第１四半期よりここむ株式会社、

第２四半期よりResily株式会社を

連結の範囲に含んでおります

※  E B I T D A = 営 業 利 益 + 減 価 償 却 費 ＋ の れ ん 償 却 費

(百万円)

FY2022 FY2023 YoY 通期
達成率

Q1-4 累計 Q1-4 累計 増減率 業績予想

売上高 6,405  6,998  + 9.3%  7,280  96.1%  

EBITDA 1,082  1,396  + 29.0%  - -

営業利益 553  725  + 31.2%  850  85.4%  

（利益率） 8.6%   10.4%   + 1.7pt 11.7%   △ 1.3pt

経常利益 534  737  + 37.9%  850  86.8%  

（利益率） 8.3%   10.5%   + 2.2pt 11.7%   △ 1.1pt

親会社株主に帰属する
当期純利益

377  505  + 33.9%  560  90.3%  

（利益率） 5.9%   7.2%   + 1.3pt   7.7%   △ 0.5pt
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（百万円）

2024年3月期 決算概況 | 売上高推移

ストック型収益は増加 

YoY+11.6%

• 「アドバンテッジ  タフネス」を

はじめとしたストック型サービス

の新規顧客獲得は順調

• 一方で「アドバンテッジ  ウェル

ビーイング  DXP」の有料化には

遅れ

フロー型収益も増加

ソリューション売上は計画に対

して低調

• メンタリティマネジメント事業の

「EQ関連」の売上が計画に対し

て低調

+11.6%

+8.5%

+4.2%

YoY

+9.3%
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メンタリティマネジメント事業・健康経営事業の利用者数

休業者・復職者支援サービスの利用者数

2024年3月期 決算概況 | 当社サービスの利用者数の推移

利用者数は順調に増加

• メンタリティマネジメント事業・健康経営事業の利用者数：約347万人

• 休業者・復職者支援サービスの利用者数：約137万人

注：休業者・復職者支援サービスの利用者数には「LTD加入者数」に加え「両立支援事業」サービスの利用企業の従業員数が含まれております。

483万人

「ストレスチェック」法制化
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2024年3月期 決算概況 | 新規顧客の総合提案、既存顧客へのクロスセルの状況

• 「アドバンテッジ ウェルビーイングDXP」を軸とした総合提案によるアカウント営業の推進により新規企業が増加

• 総合提案営業による複数サービスの利用増や組織改善提案の強化によるソリューション販売によりクロスセルも拡大

注1：契約企業社数は、事業年度において当社各サービス（研修などのソリューションを含む）の利用契約のあった企業社数で契約ベースのユニーク数。

注2：契約企業社数のうち当社各サービス（研修などのソリューションを含む）を複数利用契約いただいている企業社数で契約ベースのユニーク数。

注3：複数サービス利用の契約企業社数÷契約企業社数

注4：（継続利用サービスにおける年間経常収益+ソリューション販売などの一時的なフロー収益）÷ユニーク顧客数。なお、ソリューションサービスのみご利用の企業は除外しております。

注5：リスクファイナンシング事業の契約およびLTD事業の一部団体との取引契約は含めておりません。

注6：子会社の数字は含んでおりません。

FY2022 FY2023 YoY

契約企業社数 (注1,5,6) 2,950社 3,140社 + 6.4%  

複数サービス利用の
契約企業社数

(注2,5,6) 650社 720社 + 10.8%

クロスセル率 (注3,5,6) 22.0％ 23.0％ + 1.0pt

顧客あたり売上高 
(ARPA)

(注4,5,6) 2,546千円/年 2,630千円/年 + 84千円
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2024年3月期 決算概況 | 事業別の売上高・営業利益推移

売上高

• 主要事業はいずれも堅調に推移

営業利益

• メンタリティマネジメント事業はピーク時水準との乖離

縮小には遅れ

• コストの増加抑制を進め全社では収益性が改善

（百万円）
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+12.3%
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2024年3月期 決算概況 | 四半期別の売上高・営業利益推移

計画は下回ったものの、Q4も堅調に推移し増収増益

売上高

営業利益

Q1 Q2 Q3 Q4

Q1 Q2 Q3 Q4

+7.5%

+7.7%
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2024年3月期 決算概況 | コスト推移

コスト増加率は減少傾向

引き続き利益率改善へ注力

人件費  +184百万円

• 報酬制度改定による従業員の賃金

アップ

• 子会社の増加も影響

ソフトウェア償却費  +168百万円

• 足元では投資は落ち着いてきている

ものの、償却費は前年同期比で増加

マーケティング費用  △56百万円

• リード獲得や案件創出は順調

健康経営事業における変動費(原価)

+90百万円

• 健康経営事業の成長により増加

※  健 康 経 営 事 業 に お け る 変 動 費 ( 原 価 ) は 、 産 業 医 ・ 保 健 師 へ の 業 務 委 託 費 用 お よ び 健 診 管 理 サ ー ビ ス の シ ス
テ ム 提 供 会 社 へ の 業 務 委 託 費 用 。

YoY コスト増加率 

+15.1
+7.6%

+7.2%
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2024年3月期 決算概況 | システム関連費用 増減要因

ソフトウェア償却費

• 新機能追加、UI/UXの改善やセキュリティ強化などシス

テムのアップデートを継続もシステム投資額は減少

• これまでの成長投資によりソフトウェア償却費は増加

システム関連費用

• アドバンテッジ ウェルビーイング DXPの運用費や全社

BPR推進のシステム費用が増加

• アドバンテッジ タフネスは新システムへの移行が完了し

旧システムとのダブル費用がなくなり減少
（百万円）

（百万円）

顧客管理システム(CRM)の
再構築によりライセンス費用が増加
一時的に新旧ダブルコストが発生

期中追加取得

DXPやpdCaの本格運用開始による運用費

新システムへの切り
替え対応完了のため
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FY2022 FY2023

流動資産 2,636 2,855

現金及び預金 1,266 1,428

売掛金 995 1,073

その他 373 352

固定資産 3,324 3,689  

有形固定資産 169 152  

無形固定資産 2,271 2,632  

投資その他の資産 884 904  

総資産 5,960 6,545  

負債 2,321 2,564  

うち、有利子負債 173 344  

純資産 3,639 3,980  

株主資本 3,588 3,929  

自己資本比率 60.2% 60.0%

2024年3月期 決算概況 | 連結貸借対照表・キャッシュフロー計算書

連結貸借対照表

• 流動資産は「現金及び預金」が増加、固定資産は子会社取

得に伴うのれんなど「無形固定資産」が増加

• 連結子会社取得により有利子負債が増加

連結キャッシュフロー計算書

• 前年比で営業キャッシュフローが増加

• 投資キャッシュフローは、当期は子会社株式の取得による支出、前

期は投資有価証券の売却による収入があったため、前期比では支出

が増加

※「現金および現金同等物」の期末残高と連結貸借対照表「現金及び預金」との差額は
株式給付信託(J-ESOP)に対する預金残高となります。

FY2022 FY2023

営業CF 931  1,292  

税金等調整前利益 547  739  

減価償却費 495  657  

その他 △ 110  △ 104  

投資CF △ 219  △ 948

無形固定資産の取得 △ 852  △ 868 

投資有価証券の売却 624  4  

子会社株式の取得 - △ 96  

その他 8  12  

財務CF △ 169  △ 182  

期末現金及び現金同等物残高 1,260  1,422  

フリーCF 712  344  
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事業別の概況
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メンタリティ
マネジメント
事業（MM）

○
総合提案による営業推進もあり「アドバンテッジ タフネス」は新規契約獲得が好調。
子会社取得もあり顧客基盤の拡大は順調。

×
「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」の導入先拡大や有料化の進展は見込を
下回る。

×
EQ(感情マネジメント力)関連の採用適性検査「アドバンテッジ インサイト」や
EQ向上研修の売上が軟調など、ソリューション売上の伸びが低調に留まる。

健康経営事業
〇

健診データのデジタル化トレンドなど市場の追い風もあり「健診管理システム」の
新規導入契約が好調に推移。

△ 「産業医・保健師サービス」の新規契約は順調に増加しているものの、計画を下回る。

LTD事業
△ 市場は引き続き成長。売上高は堅調に推移。新規の獲得は計画を下回る。

〇 競争力強化などシステム投資に伴う償却費負担が増加するも増益。

両立支援事業
×

新規契約の獲得は堅調に推移するも、導入時期の後ろ倒しによる計上の遅れもあり
計画を下回る。

△ 復職支援プログラム「eRework」も企業のニーズは高いが新規導入は見込を下回る。

リスク
ファイナンシング
事業（RF）

△ 概ね計画通りも契約者の高齢化により保険募集がやや低迷で減収。

2024年3月期 決算概況 ｜ 事業別サマリー
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事業別業績 ｜メンタリティマネジメント事業

売上高は堅調に推移 前年比+6.0%

• ストック収益は着実に増加、ソリューション売上などフロー収益の伸びは低調

• セグメント利益は、子会社取得に伴うコスト増およびのれん償却費の発生による影響やこれまでのシステム投資による償却

費負担の増加、人件費増など売上に比してコストが増加したことにより減益。収益性改善に向けた更なる取り組みが必要

※  売 上 高 ・ セ グ メ ン ト 利 益 に こ こ む 株 式 会 社 ・ R e s i l y 株 式 会 社 の 実 績 が 含 ま れ て い ま す
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売上高 セグメント利益 単位(百万円) FY2022 FY2023 YoY

売 上 高 3,838   4,069   + 6.0%   

費 用 3,148   3,405   + 8.1%   

セグメント利益 689   664   △ 3.7%   

営 業 利 益 254   257   + 1.2%   

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全

社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、 人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦

し た 後 の 利 益 と な り ま す 。

（ ※ ） 「 全 社 費 用 」 は 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等

の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 。
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287 万人

0

50

100

150

200

250

300

FY2016 FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023

事業別業績 ｜メンタリティマネジメント事業（ストック収益の推移）

YoY +8.2% 面の拡大は順調

• 「アドバンテッジ タフネス」の新規契約獲得が好調に推移

• 利用ID数も増加（ここむ株式会社の子会社化により約15万IDが追加）
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事業別業績 ｜メンタリティマネジメント事業（ソリューション売上の推移）

YoY +1.0% 計画は下回ったもののQ4では伸長

• 「研修・コンサルティング」は企業の組織活性化ニーズの高まりもあり組織開発コンサルティングサービスの売上が伸長、

健康経営推進に対応する健康経営支援サービスの売上も堅調に推移

• 「EQ関連」の売上は軟調。前期受注の大型契約が無くなったことも影響
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売上高 セグメント利益

事業別業績 ｜健康経営事業

売上高は引き続き拡大 前年比+19.0%

• 企業の健康経営ニーズは加速しており、市場拡大とともに当社の売上も順調に増加

• 顧客獲得に向けた営業・オペレーション強化や「さんぽLAB」など新規サービスへの取り組みなど、事業拡大のための先

行投資に伴い、利益は横ばい
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単位(百万円) FY2022 FY2023 YoY

売 上 高 850   1,012   + 19.0%   

費 用 822   982   + 19.5%   

セグメント利益 28   29   + 3.2%   

営 業 利 益 △ 52   △ 59   ー

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全

社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、 人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦

し た 後 の 利 益 と な り ま す 。

（ ※ ） 「 全 社 費 用 」 は 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等

の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 。
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産業医・保健師紹介サービス

• 新規契約の獲得は競合との価格競争の影響もあり計画を

下回るも順調に増収を継続

健診予約・結果管理システム

• 健診データのデジタル化推進ニーズもあり新規契約の獲

得は順調
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売上高 セグメント利益

事業別業績 ｜LTD事業

売上高は堅調に推移 前年比+11.5%

• LTD市場の着実な成長で引き続き堅調に推移

• コスト増加抑制もあり増益

単位(百万円) FY2022 FY2023 YoY

売 上 高 1,170   1,304   + 11.5%   

費 用 801   810   + 1.1%   

セグメント利益 369   494   + 33.9%   

営 業 利 益 227   354   + 55.5%   
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注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全

社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、 人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦

し た 後 の 利 益 と な り ま す 。

（ ※ ） 「 全 社 費 用 」 は 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等

の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 。
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事業別業績 ｜LTD事業（業績推移）

既存の拡大順調

• 顧客企業の定年延長に伴う補償拡大等を背景に、既存顧客の売上が伸長
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売上高 セグメント利益

事業別業績 ｜両立支援事業

売上高の拡大は順調 前年比+35.1%

• 新規契約の獲得は順調に推移、ストック収益も着実に積みあがるも計画は下回る

• 増収により赤字幅縮小
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単位(百万円) FY2022 FY2023 YoY

売 上 高 204   276   + 35.1%   

費 用 299   302   + 1.0%   

セグメント利益 △ 94   △ 25   ー

営 業 利 益 △ 125   △ 57   ー

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全

社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、 人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦

し た 後 の 利 益 と な り ま す 。

（ ※ ） 「 全 社 費 用 」 は 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等

の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 。
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四半期別の推移 YoY

事業別業績 ｜両立支援事業（売上高の推移）

YoY +35.1%

• 新規契約の獲得は順調に推移し、ストック収益（利用料）は着実に増加

5 6 7 11 14 15 15 14 14 15 19 23 25 28 32 
36 

41 43 47 
53 

1 1 1 

10 2 

18 5 

12 
2 

16 9 

46 

7 
9 

19 

33 

1 

2 
3 

5 

4 
6 

7 

8 

5 6 
8 

20 

15 15 14 

31 

14 15 

24 

35 

28 

46 
43 

86 

52 

57 

72 

93 

0

20

40

60

80

100

120

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023

HARMONY（利用料）

HARMONY（初期導入など）

eRework/HARMONY lite

（百万円）

29 
57 71 

120 

184 

13 

20 
18 

73 

68 

0 

11 

24 

42 

77 
89 

204 

276 

35社 

45社 

52社 

71社 

92社 

-10社 

10社 

30社 

50社 

70社 

90社 

0

50

100

150

200

250

300

350

FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023

eRework/HARMONY lite

HARMONY（初期導入など）

HARMONY（利用料）

HARMONY 契約社数

（百万円）



30© Advantage Risk Management Co.,Ltd.

売上高 セグメント利益

事業別業績 ｜リスクファイナンシング事業

売上高は前年比△1.7%

• 契約者の高齢化により保険募集がやや低迷で減収も概ね計画通り

• オペレーションコストは抑制しているものの、システム改修に向けた準備のための費用が発生し増加。

単位(百万円) FY2022 FY2023 YoY

売 上 高 341   335   △ 1.7%   

費 用 65   78   + 20.6%   

セグメント利益 276   257   △ 7.0%   

営 業 利 益 248   230   △ 7.0%   
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注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全

社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、 人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦

し た 後 の 利 益 と な り ま す 。

（ ※ ） 「 全 社 費 用 」 は 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等

の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 。
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03 2025年3月期 業績予想
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(百万円)
FY2023
(実績)

FY2024
(業績予想)

YoY

売上高 6,998  7,560  + 8.0%

メンタリティマネジメント事業 4,069  4,310  + 5.9%

健康経営事業 1,012  1,170  + 15.6%

LTD事業 1,304  1,380  + 5.8%

両立支援事業 276  380  + 37.4%

リスクファイナンシング事業 335  320  △ 4.6%

営業利益 725  880  + 21.2%

（利益率） 10.4% 11.6% + 1.2pt

経常利益 737  880  + 19.3%

（利益率） 10.5% 11.6% + 1.1pt

親会社株主に帰属する当期純利益 505  600  + 18.7%

（利益率） 7.2% 7.9% + 0.7pt

2025年3月期 業績予想 | 連結業績サマリー

増収増益を予想

売上高  +8.0%  増収

営業利益  +21.2% 増益

• 「アドバンテッジ  ウェルビーイング  

DXP」を軸とした総合販売の強化を継

続し、新規顧客獲得の増加など引き続

き着実な成長を実現させる

• 既存事業のオーガニックグロース強化

• 成長スピードの加速に向けて、新たな

ビジネスモデルの構築や販売チャネル

の開拓などの施策推進
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2023年３月期 2024年3月期 2025年３月期(予想)

１株当たり年間配当 10.0  12.0  13.0  

9.0円 10.0円 11.0円 10.0円 10.0円 10.0円
12.0円 13.0円

27.3% 27.7% 29.1% 34.2%

82.9%

44.2% 39.6% 36.2%
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1株当たり年間配当金

配当性向（連結）

2025年3月期 業績予想 | 株主還元

配当につきましては、各事業年度の業績、財務状況、今後の事業展開等を総合的に勘案した上で、従前

の連結配当性向30〜35%を見直し、連結配当性向35%以上を念頭に、安定的・継続的に配当を実施す

ることを基本方針としております。

株主還元基本方針

１株当たり年間配

当金

(予想)

25年３月期の年間配当金は１株当たり13円(前期比  +1円) を予定

＜ご参考＞

１株当たり年間配

当金の推移
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04 トピックス
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大手企業への当社サービス導入状況

「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」等、大手企業が当社主力サービスを導入
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大手企業への当社サービス導入状況

「アフラック生命保険」「住友生命保険」など、大手企業への導入が継続



37© Advantage Risk Management Co.,Ltd.

大手企業への当社サービス導入状況

当社の主力サービス「タフネス」「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」を通じて、ロームの健康経営実現を支援

当社サービス導入の目的

サーベイの集約によって課題把握の効率化を行い、実質的
な健康経営を実現させること目的として、当社の「タフネ
ス」「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」を導入

評価いただいているポイント

① サーベイの一本化により課題把握の効率化につながる
② 従業員個人へのアプローチ機能が充実しており、セルフ

ケアの意識を醸成できる
③ DXプラットフォームでのデータ集約により、分析の深

化を図ることができる
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大手企業への当社サービス導入状況

復職者から復職者の受け入れ先まで、包括的なメンタルヘルス対策強化を目的として、ファミリーマートがeReworkを導入

サービス導入の目的

休業から復職する本人へのメンタルヘルス対策の強化に加
えて、復職者の受け入れ先の対策強化も目的として、当社
の「eRework」を導入

評価いただいているポイント

① 休業者本人のメンタルヘルスの基礎知識習得と再発防止
につなげられるeRework

② 復職者受け入れ先の体制整備としての管理職向け
e-leaning

③ メンタルヘルス不調の未然予防にも活用できる認知行動
療法に基づいたe-leaning
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大手企業への当社サービス導入状況

当社の主力サービス「タフネス」「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」を通じて、従業員のエンゲージメント向上を支援

当社サービス導入の目的

昨今の人的資本経営の流れを受けて「エンゲージメントの
実態を捉える」ことを目的として、当社の「アドバンテッ
ジ タフネス エンゲージメントプラス」及び「アドバンテッ
ジ ウェルビーイング DXP 」を導入

評価いただいているポイント

① グループ全従業員の同じ基準によるエンゲージメント状
態の把握
• メンタルヘルスに加えて、人的資本経営で重視され
る「エンゲージメント」についても同じ基準で状態
を把握できること

② サーベイ一本化による業務効率化・コスト削減
• ストレスチェックとエンゲージメント測定の同時実
施によって、「人事担当者・管理職・従業員の負担
軽減」「コスト削減」につながること
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（参考）総合提案を実現するサービス一覧

メンタルヘルス・エンゲージメント 健康経営・フィジカルヘルス 両立支援

アドバンテッジ ウェルビーイングDXP 人事上の主要データを一括して可視化し、課題抽出～解決までのPDCAを実現。

データ化

・分析

教育

個人 施策

組織 施策

メンタルヘルス研修

健康経営コンサルティング

組織開発

コンサル

ティング

オンライン健康セミナー

産業医・保健師サービス

パルスサーベイ

ストレス耐性が

分かる

採用適性検査

睡眠改善アプリ

健診予約・結果管理システム 休職者管理システム

eラーニングサービス

特定保健指導

団体長期障害所得補償保険

オンライン

リワークプログラム

スマートライフ

プログラム

カウンセリング

クラウド

OKRツール**

人的資本コンサルティング

*ここむ社のストレスチェックもラインナップ
**Resily社によって、目標管理手法「OKR」を軸としたサービスを提供

ストレスチェック/エンゲージメントサーベイ起点の組織開発総合プログラム*
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（参考）eRework（イーリワーク）－ サービス概要

時間・場所的制約のないリワークプログラム。認知行動療法×回復状態が分かるプログラムと職場の受入体制づくりで再発を予防

Powered by

３週間のオンラインリワークプログラム

16.3%

38.3%

あてはまる

ややあてはまる

どちらでもない

あまりあてはまらない

あてはまらない

復職時の受け入れ体制に関する検討 …41.8%

対象従業員の休職中のフォロー体制に関する検討 …37.6%

対象従業員が関わっていた業務の停滞 …36.2%

精神科医監修の

ワークプログラム

回復状態の把握が容易に

受入に向けたeラーニング学習が可能に

GPSを用いた

移動訓練

認知行動療法

に基づくe-learning

カウンセラー

による面接

リアルタイム共有の

生活リズム表

回復状態の

スコアリングシステム

本人

ガンからの復職を

支援するプログラム

eRework（がん）

もご利用可能！

メンタルヘルス不調による休職者発生を受け、「仕事が増えた」と感じますか？ メンタル不調による休職者発生を受け、会社にとってどのようなことが負担になると思いますか？

Data アンケート調査結果：メンタルヘルス不調による休職者発生を受けて… ※2022年3月実施「休業者管理意識調査」」*N=618 より

54.6％の担当者が

「仕事が増えた」と感じている

人事

上司
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人事施策・健康経営推進の振り返り

健康経営は業界トップクラスの推進を継続、人的資本経営やDXも大きく前進

健康経営の最先端企業に

ヘルスアップにつながる施策のPDCAを回し続ける

社員の主体的な行動を促し、習慣改善の定着化を図る。

施策例：パルスサーベイ、ヘルスリテラシー向上、運動習慣改善、

睡眠習慣改善、食習慣改善、睡眠習慣改善、禁煙支援、

両立支援など

3年連続で健康経営銘柄に選定

ホワイト500は7年連続の取得。

業界トップレベルの取り組みを維持。

人的資本経営の推進

イノベーションや自己革新の促進により事業成長、

生産性向上、新たな価値創造を図る。
施策例：社内ベンチャー制度、社外留学制度、多様な働き方の支援、

次世代経営者研修、人事制度改定など

行動準則(The Advantage Way)の浸透と

人事方針の実現

FY2024に向けた人事制度改革。

次世代リーダーの育成にも投資を加速。

持続的に成長する組織への進化を目指す。

DX推進(データ分析と活用)

エンゲージメント、ストレス、健診結果、生活習慣

データ、プレゼンティーイズムなど、社内のあらゆる

人事データを分析し、人材戦略に活かす。
施策例：アドバンテッジ ウェルビーイング DXPによる人事データ分析など

データに基づいて健康経営の中期計画を立案

アウトカム指標を改善するために相関の高い

指標を分析しKPI化。課題解決に効果的な人

事施策の実行。
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昨年度に引き続き、3年連続で健康経営銘柄に選定

健康経営の取り組みが評価され

「健康経営銘柄2024」に3年連続選定

「健康経営優良法人2024（大規模法人部門（ホワイト500））」は7年連続選定

健康経営アワード2024表彰式の様子

プレゼンター 青山学院大学駅伝部監督 原晋氏(左)
当社 代表取締役社長 鳥越 慎二(右)
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当社の健康経営推進方針・体制

健康経営宣言

株式会社アドバンテッジリスクマネジメントおよびそのグループ会社は、

従業員が健やかに生活し元気に働き続けることが、従業員とその家族の

永続的な幸福のための、そして会社の活力向上のための、

もっとも重要な礎であると考えます。私たちはその実現に向けて全力で

取り組み、より高みを目指して改善を続けることを宣言します。

そして従業員の健康と活力向上は、

企業理念である「企業の元気を創り出す。」と、

コーポレートメッセージ「企業に未来基準の元気を！」を

私たち自らが体現すること、

そしてお客様に提供する価値の向上にもつながると考えます。

従業員の「元気」を通じて、人々が「安心して働ける環境」と企業の

「活力ある個と組織」をみなさまと共に創り出してまいります。
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エンゲージメント向上に向けた取り組みの一部

従業員のウェルビーイング実現を目指し、DE＆Iを推進

ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン
推進宣言

株式会社アドバンテッジリスクマネジメントおよびそのグループ会社は、

従業員とあらゆる関係者の皆様のウェルビーイング向上と

持続的な企業価値向上のために、

年齢、性別、性自認、性的指向、国籍、人種、信条、育児や介護、

傷病、障がいの有無、雇用形態等にかかわらず、

多様な個性と価値観を尊重して認めあい、

誰もが公平に機会を得て力を発揮し、

全員が生き生きと活躍できる環境を創ってまいります。
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免責事項

本資料に含まれる計画、見通し、戦略その他の将来に関する記述は、本資料作成日時点におい

て当社が入手している情報および合理的であると判断している仮定に基づくものであり、さま

ざまなリスクおよび不確実性が内在しています。

そのため実際の業績などは、経営環境の変動などにより、当該記述と著しく異なる可能性があ

り、正確であるという保証はありません。

また、本資料に記載されている当社および当社グループ以外の情報は、一般に公知の情報に依

拠したものであり、情報の正確性などについて保証するものではありません。

その他、本資料に記載されている会社名、商品名等は、一般に各社の商標または登録商標です。
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